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プロジェクト名  スピーキング・アクロス・バリアカナダの公立学校の保護者は、子ども

の多様性教育についてどのように学んでいるのか？ 

HREB申請番号22-0136 
   

主席研究員  トリシャ・L・レンケン＝セバスチャン、コミュニティ開発学修士号 

大学院生 

ビクトリア大学 人間・社会開発学部 公共管理学科 

  電話番号+1 (236) 314-3444 

メール1: tlrenkensebastian@uvic.ca 

メール2: trishalynn@renken-sebastian.ca 
   

プリンシパルスーパ

ーバイザー 
 エバート・リンドクイスト博士（教授 

ビクトリア大学 人間・社会開発学部 公共管理学科 

  電話番号+1 (250) 721-8416 

メール： evert@uvic.ca 
   

共同スーパーバイザ

ー 
 サラ・マリー・ウィービー博士（助教授 

ビクトリア大学 人間・社会開発学部 公共管理学科 

  電話番号+1 (250) 721-8068 

メール： swiebe@uvic.ca  
   

セカンドリーダー  リンジー・ハーヴェイ准教授 

 

ビクトリア大学教育学部(カリキュラム＆インストラクション) 

  電話番号+1 (778) 678-1183 

メール： lcharvey@uvic.ca  

研究目的・目標 
この研究を行うことで、私（レンケン＝セバスチャン）の目標は、以下の通りです。 

 

 公立学校区の指導者が、戦略計画の目標について保護者や介護者とコミュニケーション

を取る方法について学びます。 

 保護者や介護者が、公立学校での子どもの学習内容のうち、インクルージョン、ダイバ

ーシティ、エクイティ、アクセシビリティ（IDEA）の概念に関連するものを知る方法

を紹介する。 

 学校コミュニティが戦略的計画の目標達成の進捗状況について明確なコミュニケーショ

ンラインを継続的に醸成する方法について、最終的に提言を行う。 

 カナダの公立学校の生徒が、自分とは異なる信念や価値観を持つ人々への共感と理解を

深めることができるようにする。 
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研究の重要性 
カナダでは、教育は、州政府が国民をケアするための公共財である。ブリティッシュコロンビ

ア州の住民にとって、このケアの一部は、民族、性別、セクシュアリティ、慢性的な医療・精

神衛生状態、神経多様性などの社会的資質を共有できない地域の人々との交流方法を学生が学

ぶことによって証明される。そのため、BC 州の公立学校区におけるインクルージョン、多様

性、公平性、アクセシビリティ（IDEA）原則の奨励に関する進捗状況の監視は、喫緊の課題

である。 

学区が、学区内のあらゆる種類の学習者を包摂し、多様で公平な、そして利用しやすい教育を

提供し続けていることを確認するための手段の一つが、複数年戦略計画である。しかし、戦略

計画は、地区の利害関係者である全員が戦略計画の目的を理解し、完全に支持することによっ

て初めて効果を発揮することができます。本調査で集めた情報をもとに、SD62 の家族にはど

のような社会的アイデンティティがあるのか、戦略計画やIDEAの原則に関する一般的な知識

はあるのか、IDEAの原則に基づいた地区の戦略計画目標の進捗状況について、どのようなコ

ミュニケーション方法が望ましいのかを知りたいと考えています。  
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参加について 
カナダの公立学校区内で生徒の世話をする保護者や介護者は、生徒が大人になった後も生きて

いくために必要なスキルや能力を確実に身につけさせる責任があります。また、日中の教育時

間に費やしていない時間帯に、生徒の成功を後押しすることで、教育の取り組みをサポートす

ることができます。 

以下の方は、本調査に参加することができます。 

 18歳以上であること。 

 2021-2022年度にSD62の学校に通っていた生徒、または2022-2023年度にSD62の学校に

通っている生徒の親、保護者、または介護者である。 

 SD62コミュニティにおける保護者としての経験について、自信を持って話すことがで

きる能力を有していること。 

 公立学校におけるIDEAの教育方法の改善に関心がある。 

 SD62の戦略的プランニングの現在のサイクルの結果について、ある程度の関心を持つ

。 

この調査への参加は完全に任意であり、参加する義務を負うものではありません。ご自身のコ

ンピュータや安定したインターネット接続をお持ちでない場合は、ボイスメールにメッセージ

を残すか、お名前とご住所を書いたテキストメッセージを主任研究員 Trisha L. Renken-

Sebastian +1 (236) 314-3444 に送信することで、郵送料無料の返信用封筒とともに調査票の紙媒

体を送付するよう依頼できます。ボイスメールとテキストメッセージは、2～3営業日以内に

返信いたします。 

研究プロジェクトのこの段階での調査は、SurveyMonkey というオンラインサービスを通じて

実施されます。ライセンスされたインスタンスの条件下で、調査によって収集されたすべての

情報は、研究プロジェクトのこの段階の終了時に削除されるまで、カナダのサーバーに保存さ

れます。この点について心配な場合は、上記の段落に記載されている方法で、アンケートとイ

ンセンティブ抽選用紙の紙コピーの両方を、送料無料の返信用封筒と一緒にあなたの住所に送

付するよう要求することもできます。 

データ収集 
本調査には、保護者を対象とした2つのデータ収集フェーズがあります。このインフォームド

コンセントは、第1段階である「調査」を対象としています。 
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アンケートは、10分から30分程度で完了するアンケートです。アンケートに回答して送信し

た後、参加者は、参加に関連する不便さを補償する手段として、選択した小売店のギフト券2

枚（各45ドル相当）のいずれかを獲得できる抽選に参加することができます。 

抽選に参加することを選択した場合、情報の自由とプライバシーの保護に関する法律、RSBC 

1996, c 165（「FIPPA」）の権限の下、SurveyMonkeyのUVICライセンスインスタンスを使用し

て、お客様に関する識別情報（お客様の氏名、居住地、電子メールアドレス、電話番号）を収

集することをご承知おきください。この個人情報は、2枚のギフト券のうち1枚を受け取るため

の抽選に当選した場合にのみ、お客様にご連絡するために使用されます。抽選に参加したいが

、このような形で個人情報を収集されることを望まない場合は、前項の方法で研究代表者（レ

ンケン＝セバスチャン）に連絡し、アンケート用紙と抽選用紙の両方を受け取り、必要事項を

記入して返送してもらうようお願いします。この情報の収集に関するご質問は、主任研究員 

Trisha L. Renken-Sebastian (tlrenkensebastian@uvic.ca) または UVic HREB Office (ethics@uvic.ca) 

までお願いいたします。  

SD62の家族への恩恵の可能性 

SD62戦略計画（2021-2025）のすべての目標と成果が達成されれば、SD62の生徒のIDEAコンピ

テンシーの重要性に対する認識と理解を深める上で、大きな直接的な利益となるはずです。こ

の研究プロジェクトでは、SD62地区の指導者が目標をさらに前進させ、SD62地区の保護者や

世話人が、同世代の子どもたちとは異なる社会的アイデンティティを持つ子どもたちの目標を

実現するために、より深く関わることができるような提案をしたいと考えています。 

SD62の家族への潜在的なリスク 

SD62の親、保護者、介護者は、IDEAの概念と、それに直接関連する戦略計画の概念の具体的

な目標について理解しているかどうか尋ねられます。また、IDEAの概念に関する教育を公教

育システムの中で行うべきだと思うかどうかも尋ねられる。保護者、介護者は、地区が戦略的

計画の進捗状況についてどの程度情報を共有しているかについての見解を尋ねられ、また、

SD62地域社会の少数民族と見なされるような、自分または自分の子供が属する社会的アイデ

ンティティについて情報を提供するよう求められる。  

参加者によっては、これらの話題は分裂を招く可能性があり、脆弱性や傷つくという感情をも

たらすかもしれません。このような危害のリスクを軽減するため、SD62関係者の参加はすべ

て匿名化され、参加者と主任研究員（レンケン＝セバスチャン）の間ですべての情報が秘密に

されます。また、参加者には、調査終了後、いつでも報復を恐れることなく、参加への同意を

撤回できることが通知されます。被害軽減に関する詳細な情報は、このインフォームド・コン

セント・レターで後述されます。 

mailto:trishalynn@renken-sebastian.ca
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研究者と参加者の関係 
研究チームのメンバーとSD62の生徒の保護者や介護者の間には、知人以上の関係はなく、彼

らに関係する学齢期の子どもはSD62の学校に通っていません。 

インフォームド・コンセント（説明と同意）の提供 
この手紙に記載されている研究の詳細は、本調査の最初のページと研究プロジェクトのウェブ

サイト（ここhttps://renken-sebastian.ca/speaking-across-barriers-2022）にも記載されていま

す。このアンケートに記入し、送信することにより、あなたの自由意志に基づく同意が推定

され、この研究への参加に関する上記の条件を理解したことになります。また、研究者から

質問に答えてもらう機会があったことを示すものです。  
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参加の取りやめ 
参加者がインセンティブ商品券を受け取った後、データ収集中またはデータ収集後に辞退する

場合は、感謝のしるしとしてインセンティブを保持することができます。データ収集が終了し

た後は、追加のインセンティブや報酬は与えられません。 

この研究プロジェクトの終了段階前に、あなたが提供した情報をこの研究プロジェクトの一部

とすることを望まないと判断した場合、私があなたの参加を終了し、データセットとプロジェ

クトの最終成果物からあなたの回答を削除できるように、電子メール（

tlrenkensebastian@uvic.ca）または電話（+1 (236) 314-3444）で主任研究員に連絡してください

。なお、受け取った奨励金は引き続き保管することができます。 

プライバシー、匿名性、機密性 
データ収集の調査段階では、調査参加者のプライバシーと機密性を保持し尊重するために細心

の注意が払われます。この段階で参加者を特定するすべてのデータは、他の調査データとは別

に保管され、45ドルのギフト券2枚のうち1枚の当選者として抽選された参加者にのみ連絡する

ために使用されます。アンケート参加者の回答が、プロジェクトの結果の一部または全部を引

用するほど重要なものである場合、引用から参加者を特定する情報はすべて削除され、仮名（

アンケート参加者1、アンケート参加者2など）で参加者を特定することになります。 

すべての調査データは、データ収集の調査段階が正式に終了した時点で、UVic がライセンス

供与した SurveyMonkey のインスタンスから削除されます。オンライン調査の紙媒体で収集さ

れたデータは、カナダのサーバーに保存される電子スプレッドシートに転送され、紙媒体のコ

ピーはその後破棄されます。  

研究成果発表会 
本調査の結果は、以下の方法で共有されますが、これらに限定されるものではありません。 

 修士論文発表会と研究プロジェクトサイト 

 UVicSpaceは、UVicの学生のための学術作品のリポジトリです。 

 SPEAC、NIEAC、およびSD62コミュニティ内の他の家族・コミュニティサービス事業体

のメンバーで、この研究プロジェクトの探索段階で相談を受けた人との共同プレゼンテ

ーション。 

 学会口頭発表・ポスター発表 

 プレスリリース、ソーシャルメディア 

 査読付き雑誌記事 

 オープンアクセスジャーナル記事 

データ保管とデータ廃棄 

mailto:trishalynn@renken-sebastian.ca
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本調査票の提出により収集されたデータは、主任研究員（レンケン＝セバスチャン）によるコ

ーディングと分析の目的で使用されます。このデータは、データセットから識別情報を削除し

、ビクトリア大学が管理するサーバーに電子的に保存される予定です。この研究プロジェクト

のすべてのデータは、週に一度、外付けハードドライブにバックアップされ、レンケン＝セバ

スチャンのみがアクセスできる場所に保管されます。 

このオンライン調査は、SurveyMonkey の UVIC ライセンスを受けたインスタンスを通じて実

施され、すべての調査データは調査終了から 7 営業日後に SurveyMonkey から削除される予定

です。オンライン調査の紙媒体で収集されたデータは、UVICが管理するサーバーに保存され

ている電子スプレッドシートに転送され、紙媒体のコピーは破棄されます。電子スプレッドシ

ートは、一般的な保護者や介護者が理解しやすいように、グラフや表を作成したり、情報を整

理したりするために使用される予定です。 

電子的に保存されたすべてのデータは、プロジェクト終了日から12ヶ月以内にビクトリア大

学のサーバーおよび研究代表者の外部ハードディスクから取消不能な形で削除されます。 

さらなる研究のアップデートと研究機会 
SD62の生徒の親、保護者、介護者は、研究の発展に関する最新情報と、今後数ヶ月間に行わ

れるデータ収集の知識共有セッション（フォーカスグループ）段階への参加機会に関する情報

を電子メールで受け取ることを選択できます。電子ニュースレターの形で最新情報を受け取る

ためのメーリングリストへの登録、および/または知識共有セッションへの参加を希望する場

合は、SurveyMonkey の UVic ライセンスを受けたインスタンスにあるこの募集フォームに記入

してください： https://www.surveymonkey.ca/r/SAB2022-Phase2SignUp . 

募集フォームに記載されたあなたの個人情報（氏名、居住地の郵便番号、電子メールアドレス

、電話番号）は、Freedom of Information and Protection of Privacy Act, RSBC 1996, c 165（以下

「FIPPA」）の権限のもと、収集されます。この個人情報は、研究プロジェクトの最新情報を

電子メールで受け取ることを選択した場合、および/またはこのプロジェクトのさらなる研究

活動への参加を希望する場合にのみ使用されます。もし、この研究プロジェクトのフェーズ2

やメールマガジンの更新に参加したいが、SurveyMonkeyのフォームを使いたくない場合は、

以下の連絡先から研究代表者（レンケン＝セバスチャン）に連絡してください。 

質問または懸念事項 
参加について質問がある場合、またはこの研究の実施方法について懸念がある場合は、以下の

情報を使って監督チームのメンバーに連絡することができます。 
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名前と役割 
ビクトリア大学 学部・

学科 
電子メール 電話番号 

エバート・リンドクイ

スト博士（スーパーバ

イザー 

公共経営学部 evert@uvic.ca +1 (250) 721-8416 

Sarah Marie Wiebe博士

（ 

共同研究者 

公共経営学部 swiebe@uvic.ca +1 (250) 721-8068 

リンドゼ・ハーヴェイ

博士、 

セカンドリーダー 

教育学部（カリキュラ

ム＆インストラクショ

ン学科） 

lcharvey@uvic.ca  +1 (778) 678-1183 

Trisha L. Renken-

Sebastian、主席研究員

。 

行政学研究科です。  

コミュニティ開発修士

号候補 

tlrenkensebastian@uvic.ca 

trishalynn@renken-sebastian.ca 
+1 (236) 314-3444 

 

 

 

また、ビクトリア大学人間研究倫理事務局に電話で問い合わせることもできます。  

+1 (250) 472-4545、またはEメール（ethics@uvic.ca）でご連絡ください。 

調査票を記入し提出することにより、あなたの自由意志に基づく同意が暗示され、あなたが

この研究への参加に関する上記の条件を理解し、研究者からあなたの質問に答える機会を得た

こと、およびこの研究プロジェクトに参加することに同意したことを示します。 
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